
医学部 2019 年　弘前大学（前期）

2019年度　弘前大学（前期）

医学部 試験時間：90分 k 全問必答

! 次の問いに答えよ。

(1) 次の極限を求めよ。

lim
n!1

1

n2
Tcos ¼

2n + 2cos
2¼
2n + 3cos

3¼
2n +ÝÝ+ (n ¡ 1) cos

(n ¡ 1)¼
2n l

(2) f(x) = log x2 ¡ 2x¡ 1 とする。

(i) f(x) = 0を満たす xの値を求めよ。

(ii) 関数 y = f(x)について増減，極値，x軸との交点，漸近線を調べて，グラフの概形をかけ。

" 複素数平面において，複素数 2，4i，zを表す点をそれぞれ A，B，Cとする。ただし，iは虚数単位

とする。

(1) 4ABCがÎACBを直角とする直角二等辺三角形となるように，複素数 zの値を定めよ。

(2) 4ABCが正三角形となるように，複素数 zの値を定めよ。

# 次の問いに答えよ。

(1) x>0において，

x logx ¸ x¡ 1

となることを示せ。さらに，等号が成り立つときの xの値を求めよ。

(2) a，bは定数で，a>b>0とする。x>0に対して，

f(x) = # ax + bx
2

; 1x
A(x) = 2ax

ax + bx ，B(x) =
2bx

ax + bx

とおく。

(i)
f0(x)
f(x)

=
1

2x2
fA(x) logA(x) +B(x) logB(x)gとなることを示せ。

(ii) f(x)は x>0において，増加することを示せ。

(iii) lim
x!1
f(x) = aを示せ。
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医学部 （略解） k 証明，図示などは省略

!

(1)
2¼¡ 4
¼2

(2)

(i) x = 0，2，1§
B

3

(ii) 増減表は省略，極大値：log 2，x軸との交点：(0; 0)，(2; 0)，(1§
B

3; 0)，漸近線：x = 1§
B

2，

図示は省略

"

(1) z = ¡1 + i，3 + 3i

(2) z = 1§ 2
B

3 + (2§
B

3)i 　（複号同順）

#

(1) 証明は省略

(2) Q 証明は省略 R 証明は省略 S 証明は省略
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